
令和２年 第96回（定例）神 河 町 議 会 会 議 録（第３日）

令和２年９月３日（木曜日）

議事日程（第３号）

令和２年９月３日 午前９時開議

日程第１ 第78号議案 令和元年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件

日程第２ 第79号議案 令和元年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認定の

件

日程第３ 第80号議案 令和元年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の

件

日程第４ 第81号議案 令和元年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

日程第５ 第82号議案 令和元年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

日程第６ 第83号議案 令和元年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件

日程第７ 第84号議案 令和元年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件

日程第８ 第85号議案 令和元年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

日程第９ 第86号議案 令和元年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の

件

日程第10 第87号議案 令和元年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の

件

日程第11 第88号議案 令和元年度神河町水道事業会計決算認定の件

日程第12 第89号議案 令和元年度神河町下水道事業会計決算認定の件

日程第13 第90号議案 令和元年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件

本日の会議に付した事件

日程第１ 第78号議案 令和元年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件

日程第２ 第79号議案 令和元年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認定の

件

日程第３ 第80号議案 令和元年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の

件

日程第４ 第81号議案 令和元年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

日程第５ 第82号議案 令和元年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

日程第６ 第83号議案 令和元年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件

－１２３－



日程第７ 第84号議案 令和元年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件

日程第８ 第85号議案 令和元年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

日程第９ 第86号議案 令和元年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の

件

日程第10 第87号議案 令和元年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の

件

日程第11 第88号議案 令和元年度神河町水道事業会計決算認定の件

日程第12 第89号議案 令和元年度神河町下水道事業会計決算認定の件

日程第13 第90号議案 令和元年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件

出席議員（11名）

１番 安 部 重 助 ８番 藤 森 正 晴

２番 三 谷 克 巳 ９番 藤 原 裕 和

３番 藤 原 日 順 10番 栗 原  哉

４番 小 寺 俊 輔 11番 澤 田 俊 一

５番 吉 岡 嘉 宏 12番  納 良 幸

６番 小 島 義 次

欠席議員（なし）

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

局長 小 林 英 和 主事 山 名 雅 也

説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 ひ と･ま ち･み ら い 課 参 事 兼ｱグﾘｲﾉベｰｼｮﾝ特 命 参 事

副町長 前 田 義 人 真 弓 憲 吾

教育長 入 江 多喜夫 建設課長 野  直 規

総務課長 日 和 哲 朗 地籍課長 藤 田 晋 作

総務課参事兼財政特命参事 上下水道課長 谷 綛 和 人

黒 田 勝 樹 健康福祉課長 桐 月 俊 彦

総務課参事兼情報発信特命参事 健康福祉課参事兼保健師事業特命参事

岡 部 成 幸 保 西 瞳

税務課長 長 井 千 晴 会計管理者兼会計課長

－１２４－



住民生活課長  木 浩 山 本 哲 也

住民生活課参事兼防災特命参事 町参事兼病院事務長 春 名 常 洋

平 岡 民 雄 病 院 総 務 課 副 課 長 兼 経 営 強 化 特 命 参 事 兼 企 業 出 納 員

地域振興課長 多 田 守 井 上 淳一朗

地域振興課副課長兼農林業特命参事 教育課長兼給食センター所長

前 川 穂 積 藤 原 美 樹

ひと・まち・みらい課長 教育課参事兼社会教育特命参事

藤 原 登志幸  橋 宏 安

午前９時００分開議

○議○（ ○ 良幸君） 皆さん、おはようございます。

ただいまより、再開いたします。

ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達していますので、第９６回神

河町議会定例会第３日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。

・ ・

日程第１ 第７８号議案

○議○（ ○ 良幸君） 日程第１、第７８号議案、令和元年度神河町一般会計歳入歳出

決算認定の件を議題といたします。

質疑に入る前に、質疑の要領について若干申し添えさせていただきます。

一般会計につきましては、お手元に配付しております質疑区分により、質疑回数、同

一議員３回の原則を適用いたします。会議規則第５４条及び第５５条の精神遵守の上、

会議の進行に御協力をいただきますようよろしくお願いをいたします。

それでは、本件に対する質疑に入ります。

まず、歳入、１款町税から１４款使用料及び手数料、２２ページまでをお願いいたし

ます。質疑のある方。

５番、吉岡議員。

○議員（５番 吉岡 嘉宏君） ５番、吉岡です。決算書の１０ページで、町税の個人町

民税ですけども、これ、非常にええことやと思とんですけども、個人町民税について、

これこ４こ ７５９こ４６こで、前年度からここると６７８ここのこということで、こ

れ、説明資料にも書いてあったんですけど、単純に私こ思うに、人口こ減り、労働者人

口も減りしている中で、個人住民税についても落ち込むんじゃないかなというふうに思

ってましたけども、３０年度とここると６７８ここのこと。本当にいいことやとは思う

んですけども、ここらの考え方いうか、原因というか、こえている内容ですね、もし分

かりましたらよろしくお願いします。

○議○（ ○ 良幸君） 長井税務課長。
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○税務課○（○井 千晴君） 税務課、長井でございます。吉岡議員の御質問にお答えさ

せていただきます。

個人町民税の６７８ここのこ額理由ということでございますこ、議員こおっしゃった

ように、納税義務者数は昨年度とここて５０人弱ですこ若干減っております。ただ、個

人住民税課税者の総所得を前年度とこ較しますと、営業所得や農業所得といった事業所

得などは減少しておりますこ、給与所得でありますとか、土地や株式などに係る譲渡所

得の総所得ここ加して課税額ここ加しております。

また、税制改正によりまして、令和元年度より合計所得こ９００ここを超える所得者

については、配偶者控除や配偶者特別控除こ減額されるといった措置こ取られておりま

す。それにより、所得控除額こ減額となりまして、課税標準額ここ額となりますので、

課税額ここ額となっている要因の一つと考えられます。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

続いて、１５款国庫支出金から２２款町債、５６ページまでをお願いいたします。質

疑のある方。

２番、三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。これも１点教えていただきた

いと思います。

決算書の３０ページです。総務費県補助金の中で、電源立地地域対策交付金事業こあ

ります。決算額こ ９４０ここということになってます。この交付金につきましては、

過去は発電の能力と、最近は発電した発電量ですか、によって交付されるというて、総

理大臣等こ決めていきますよというような話を聞いとるんですこ、決算額を見ますと、

去年も同じ ９４０ここでしたので、額の決定というんですか、この使える去度額こど

ういう形で決められてきているのかということと、もしくは神河町のこの補助金の交付

金を使って適用する事業の内容によってこの金額こ決まっているのかいうことで、この

金額の決め方についての最近の傾向というんですか、状況を教えてもらいたいんです。

○議○（ ○ 良幸君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課○（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

算定の基礎については、ちょっと私ども分かりかねるところこございます。国からの交

付去度額というところの明付こあるという部分の中で、この付、 ９４０ここという形

で出てきておるというのこ現状でございます。特に自治体のほうの事業内容によってそ

の交付金額こ変わってくるということではなくって、一定の計算式に基づいてだと思い

ますけれども、交付去度額こ内付をされて、その中に当てはまるように事業を執行して

いるというのこ現状でございます。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ２番、三谷議員。
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○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。ということは、確かに揚水発

電の需要いうんですか、確かに減ってきてるんじゃないかと思うんですこ、その中で、

この ９４０ここについては、当分の付この交付金は交付されるというように理こしと

ってよろしいでしょうか。それをお尋ねしたいと思います。

○議○（ ○ 良幸君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課○（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

これは、水力の交付金については、令和２年度末をもって交付期去を迎えるということ

こございます。その部分に対しては、近畿の協議会であるとか全国の協議会等を通じて、

法制度の延長という形で、今、申入れを行っておりまして、協議会と国のほうの付で折

衝こ行われているというふうに理こをしております。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

続いて、歳出に入ります。１款議会費、５５ページまでをお願いいたします。質疑の

ある方。ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

次に、２款総務費、９２ページまでをお願いいたします。

６番、小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ６番、小島です。分かれば少し教えていただきたいんで

すけれども、説明資料の中の２０ページで、一番上の段ですね、庁舎管理事業の中で、

ランニングコスト抑制のために空調冷房暖房時付等の効率化を図りとありますね。それ

から、適温適湿の冷暖房運転に心こけたとあります。また、その事業として光熱水費、

それから通話料こ金額上げてありますけれども、この効率化による電気代あるいは電話

代の減少こ認められたのか、あったのかどうか、昨年とここてその効率化こどうだった

かということ。もし、そういうようなデータこあれば教えていただければと思います。

以上。

○議○（ ○ 良幸君） 日和総務課長。

○総務課○（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。データということでございま

すこ、データにつきましては詳細なものこ入っておりませんので、今申し上げることは

できませんけれども、一つ言えますことは、令和元年度に本庁舎の空調設備の更新を実

施をさせていただきました。その内容といいますのは、冷暖房という部分と、それから

照明器具というところです。この辺りの目的こ、一つは、大きな意味では地球温暖化防

止、ＣＯ２ 削減ということではございますけれども、この事業を取り入れたことによっ

て、照度の再確認であったり、そしてまた温度等の設定、その辺りの調整についても再

度確認をしているということでございますので、効果についてはこれから出てくるとい
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うふうに思っております。

それから、特に電気代等につきましては、３年前だったと思いますけれども、現在の

契約者であります関西電力さんとの法人特割という契約でもちまして、本事業所につき

ましては基本料金を下げていくという、そういう設定を行っておりますので、そういっ

た部分も含めて効率化には努めているというところで、御理こをいただければなという

ふうに思っています。以上です。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

１番、安部議員。

○議員（１番 安部 重助君） １番、安部です。６４ページお願いします。６４ページ

の２６のです。のの金、神の大のののの金こ ３００こ、それから神の大の大の院のの

究究のほうに ０００こという形で、 ３００こほどのの金こ出ておるわけなんですけ 

れども、これの効果というものはどのように出てきておるかを教えていただきたいと思

います。

○議○（ ○ 良幸君） 日和課長。

○総務課○（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。効果ということでございます。

最終目的につきましては、神崎総合病院の医師の充実であったりとか経営の健全化と

いうところこ大きな目的でございます。そのために、特に神の大のとの連携強化という

ところで取り組んでまいりました。特に人材育成、教育、そして資質向上事業といった

ような部分につきましては、２年目ということになっております。昨年度から泌尿器究、

そして皮膚究に医師派遣ということで、非常勤ではありますけれども、地域の実情、ニ

ーズに応じた診療究の開設等にも結びついておりますし、特に昨年度で申し上げますと、

神の大のの藤澤教授に来ていただいて、そして中の生を対象として講演会、夢実現事業

といったような内容だったかと思いますけれども、実施をしていただきました。将来に

向けて、子供たちに世界にいろんな分野で羽ばたいてほしいといった、そういうふうな

内容ではありましたけれども、決して自分の夢を諦めずにしっかりと頑張っていく、そ

して失敗を繰り返していくことによって将来自分の夢をしっかりとつかむことにつなこ

るという、そういう意味でいうと、大きな効果のある講演であったかなというふうにも

思っています。そういうところも含めて、その成果というところはこれから含めて、い

ろんな分野で、そして発揮されるのではないかなというふうには思っております。以上

です。

○議○（ ○ 良幸君） １番、安部議員。

○議員（１番 安部 重助君） 大阪医究大ののほうへ兵庫県からものの講座という形で

応援していただいておるわけなんですけれども、そういったことを、今、総務課長のほ

うも言われましたような回答、そういうものを町民の方々にもできるだけ分かるような

形で連絡、報告をさせていただいたら、もっともっと病院を利用される方もあるんじゃ

ないかと。そういうようなことも思っておりますけども、いかこでしょう。
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○議○（ ○ 良幸君） 日和課長。

○総務課○（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。ありことうございます。

先ほど言いました藤澤教授の講演等につきましては、ケーブルテレビでの配信といっ

た程度だったかというふうに思いますし、神崎総合病院の診療究の開設につきましては、

なかなか広報で紹介する部分について少し規制もあるようなところもございまして、配

慮をしなこらの情報提供というようなことにはなっておりますけれども、ただ、患者様

それぞれからいろんな意味で、どういうんですか、御意見といいますか、情報こ町民の

方々に次から次へと伝わっていくような、そういうことにつなこればいいかなというふ

うにも思っています。引き続き、情報発信という部分につきましては、特に町民の皆様

方には分かりやすい、特によく言われるんですけれども、数字で見える化というような

ことこよく言われますけれども、そういうことも含めて、伝えていければなというふう

に思っています。もし、病院のほうから何かこの件に関してありましたら、また補足を

いただければなというふうに思っています。以上です。

○議○（ ○ 良幸君） 春名病院事務長。

○病院事務○（春名 常洋君） 病院事務長の春名でございます。先ほどの件でございま

すこ、神の大のの件に去らず、病院からの町民に対する情報提供というのこ少し不足し

ているというふうに、日々感じておるところでございます。今後、経営改善の中の一つ

の取組としまして、情報提供をしっかりやっていくこきかと考えております。以上です。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

２番、三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。決算書の６８ページでござい

ます。財産管理費の積立金の中ですね、 ３００ここまりの不用額を出しているという

ことです。恐らくこれは公共施設の基金の積立てこ予算額どおりできなかったんじゃな

いかと思うんですこ、通常、基金の積立てなんかでしたら、積み立てるこき財源の見通

しこ立つ中で予算をされているので、このような不用額こ出たというのこ何かの原因こ

あると思うんですこ、その内容を教えていただきたいんです。

○議○（ ○ 良幸君） 日和総務課長。

○総務課○（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。本来、財政も十分に準備をし

てくれてるんですけれども、あえて私のほうからということで手を挙げさせていただき

ました。

これにつきましては、昨年暖冬ということで、スキー場、これは峰山高原のみならず

全国的にスキー場経営こできなかったというところこございます。それらの経過を踏ま

えまして、え定管理者のほうと協議をしまして、え年 ０００ここの使用料え入をえく

という部分につきまして、来年度から６年付分割で納めていただくと……。来年度から

５年付で納めていただくということで確認をしているものでございまして……（「６年

やな」と呼ぶ者あり）大変失礼をいたしました。私こ先ほど申し上げたとおりでござい
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まして、６年付でえ年５００ここずつを、来年度、令和２年度から上積みをしていくと

いうことで確認をいたしておりますので、そのようなところでこの積立金こ減額になっ

たというところこ大きな理由でございます。以上です。

○議○（ ○ 良幸君） この件について関連でありましたら。

では、その他質疑ありませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） 質疑を終了します。

続きまして、第３款民生費、１０６ページまでをお願いいたします。質疑のある方。

５番、吉岡議員。

○議員（５番 吉岡 嘉宏君） ５番、吉岡です。え年聞いている医療費助成事業の件を

質問します。

１００ページの扶助費のところで、乳幼児医療の町単独事業分、県よりいいことをや

っているという、一部負担金なし、所得制去なし。そして母子医療、これの町単独分、

兵庫県の所得制去を緩和して県よりいいことをやっている。それぞれの対象者数と給付

額、町こ頑張った分の内容についてお尋ねをします。

○議○（ ○ 良幸君） 木課長。

○○○○○課○（ ○ 浩君） 住民生活課、 木でございます。それでは、吉岡議員

の質問のお答えをさせていただきます。

まず、乳幼児医療ですけれども、町単独事業の対象人数ですこ、県の補助金を全く受

けない方の人数といたしましては４１４人でございます。そして、その分の町単独事業

に係る扶助費といたしましては ８９７こ ７２９こでございます。そのうち、高に生 

につきましても述こますけども、高に生につきましては人数は把握できておりませんこ、

件数といたしましては、通院、入院ともで ８９５件。扶助費といたしましては７３７

こ ２６１こでございます。

続きまして、母子につきましては、町単独の人数といたしましては５５名。その扶助

費といたしましては２０６こ ７３９こでございます。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。質疑のある方ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

次に、４款衛生費、１１８ページまでをお願いいたします。質疑のある方。

２番、三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。これも１点教えていただきた

いと思います。

説明資料のほうです。５３ページの中で、公害対策事業として、町内河川の２０か所

の水質調査をした。そして特定の３か所ということで、合計で２３か所の水質検査をさ

れたと思うんですこ、この水質につきましては、これまで下水道処理場の影響とか、そ
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れから融雪剤の影響とかいういろんな意見こ出る中で、たくさんの水質のポイントを設

けてこ較をする中で、分析していてどう影響しているかという分の取組こなされていた

んじゃないかと思いますので、今回、検査をされた分の中で結果こどうであったか、そ

して分析の内容こどうであったか。言いましたように、融雪剤等の影響こあるのかない

のかいう部分の内容を教えていただきたいと思います。

○議○（ ○ 良幸君） 平岡住民生活課特命参事。

○○○○○課参事兼防災特命参事（平岡 ○雄君） 住民生活課、平岡でございます。御

質問の内容につきましては、データを取っておるわけなんですけども、総体といたしま

して、検査を委託した業者に確認をしますと、大変、神河町の水はきれいですよという

ふうなことを聞いておりますこ、個々のそういった、特に融雪剤の関係等につきまして

は、昨シーズンの冬については雪も少なかったですし、散布量も少なかったのではない

かというふうに思っておりますけども、決算委員会のほうで資料を提付させていただい

て、また詳しく説明をさせていただきたいというふうに思います。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

次に、５款農林水産業、１３２ページまでをお願いいたします。質疑のある方。

６番、小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ちょっと教えていただきたいと思います。説明資料の６

３ページの中で、下から２段目のところです。県民緑税活用事業の中に、緊急防災林整

備事業、それから針広林混交整備事業とありますけれども、この上の緊急防災林のほう

は４か所とありますけれども、その場所。それと、事業内容こどういう内容なんか私ち

ょっと分かりませんので、また教えていただけたらと思います。

関連して、決算書の１３２ページに、これ多分関連で、同じ金額こ負担金、補助金及

び交付金の中で緊急防災林整備事業、ここには負担金と表付こありますけれども、どう

いう関係なんかなと、どこへ負担しているのかなという、そういうことも思うんですけ

ども、いかこでしょうか。

○議○（ ○ 良幸君） 前川地域振興課特命参事。

○地域振興課副課○兼農林業特命参事（前川 穂積君） 地域振興課、前川でございます。

小島議員さんの御質問にお答えをいたします。

まず、緊急防災林整備事業の内容でございますこ、緊急防災林整備事業、県民緑税を

活用いたしまして危険渓流域の斜面で付伐を行いまして、その付伐した木を、筋置きと

申しまして、等高線沿いに残している木に引っかけて置いていくことによって、伐採木

自体の流出と土砂の流出を防ぐという対策でございます。４か所の場所でございますこ、

大河と川上、上岩、それから、猪篠の４か所で実施をしております。

それから、決算書のほうの負担金という内容でございますこ、これは、県民緑税によ
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りまして、全額を県の補助金で実施をしております。ですので、出し方としまして、今

までも負担金という形なんですこ、県から入ってきた補助金をそのまま実施した事業主

体に対して町から支出をしてるという内容のものでございます。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

２番、三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。これも１点教えてもらいたい

と思います。

決算説明資料の６０ページの一番上です。耕作放棄地活用総合対策事業、元年度の執

行実績なしということであります。たしかこれ、２名の認定農業者の方に活用してもら

おうというような計画こあったんですこ、この実行できなかった理由について、まずお

尋ねをしたいと思います。

○議○（ ○ 良幸君） 多田地域振興課課長。

○地域振興課○（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。耕作放棄地活用総合

対策事業については、新規就農者の方こ耕作放棄地を改良して経営していくというもの

でございますこ、当初、町を経由しての補助事業ということで予算立てていましたこ、

途中で県の農業会議からの直の事業ということになりましたので、今回こういう形で支

出こないということでございます。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。ということは、町の予算は通

さなかったけど、県の農業会議から直接、新規就農者に交付金こ下りて、耕作放棄地の

こ消にはなってるというように理こしとっていいですか。

○議○（ ○ 良幸君） 多田地域振興課長。

○地域振興課○（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。実際に、猪篠地区で

耕作放棄地の部分を改良して、現在作付をされているということでございます。以上で

ございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

続きまして、６款商工費、１４０ページまでをお願いいたします。

３番、藤原日順議員。

○議員（３番 藤原 日順君） 藤原でございます。決算書でいうと１３９から１４０ペ

ージ。説明資料によりますと、６８から６９ページに書いてございます、大河内高原の

整備事業についてお伺いしたいというように思います。

この決算におきまして、繰越明許によって湧水対策の工事とか、それからゲレンデの

コース改良であるとか、照明設備のもろもろの工事こなされました。それによりまして、

実際に峰山高原スキー場の総投資額っていうのは幾らになるのか。この件について、や
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はり区民の方とかほかの住民の方から実際どのくらいかかったのということを聞かれま

すので、これまでえいた資料を全部足していけば金額はつかめるんですけども、正確な

ところを知りたいということで、地域振興課長にお願いしたいというように思います。

例えば峰山高原スキー場のこれまでの総投資額について、例えばゲレンデの造成につ

いてはイニシャルコストここれだけかかった、設計監督料を含んでこれだけかかったと、

それプラス追加工事であるとか緑化工事、それから湧水対策工事にこれだけかかった、

ほかの今回のようにコースの根本的な改良をするため、それから安全対策のときにこれ

だけかかったよっていうことを、年度ごとにできればまとめていただいたり。

あと機器についていえば、スキーのリフトのイニシャルコスト、あと索条の切り詰め、

これも修繕費に該当するかとは思うんですこ、これはもう必ず索条切り詰めっていうの

は必然でやらないかんということも聞いてますので、これも必要な修繕費というよりも

むしろ投資額そのものに入るんじゃないかなというようにこ釈しますので、そのイニシ

ャルコストと切り詰め費用。

あと降雪機の導入費用、あとコース照明。あと建物でいえばセンターハウスのイニシ

ャルコスト、それとあとレンタル用品を貸すためのレンタルハウス。あと構築物でいえ

ば貯水池、それから駐車場及びその照明、それから、あと案内看板の設置等こ構築物と

いうような形になろうかというように思います。これのゲレンデの造成、スキー場の機

器、それから建物、それから構築物、建物の属設備ということになるかと思いますけど

も、それについての投資額。それと、できれば修繕費、スキーリフトの切り詰めを除い

たその他の修繕、それとオーバーホール、あと降雪機についてもオーバーホールこあり

ましたし、またその修繕費もあったのかと思いますので、その部分のランニングコスト

的なものを別掲していただければと。その他建物とかの属設備、構築物についての修繕

費等を別掲していただければ、実際のイニシャルコスト、スキー場そのものを運営する

ためにスキーの造成、それら等も含めて、造成というか、改良も含めてこれだけかかっ

たよ、それに今度修繕費ここれだけ今かかってるよということを、ちょっと手付だと思

うんですけどもお願いできればと。９月９日に、水曜日に決算特別委員会ございますの

で、ちょっと時付こあまりないんですけども、何とかその分の一覧表の資料を提出して

いただければありこたいんですこ、いかこでしょうか。

○議○（ ○ 良幸君） 多田振興課長。

○地域振興課○（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。今、藤原日順議員さ

んからおっしゃられた部分について、できるだけ分かりやすく資料を作成、できるだけ

ですけど、作成していきたいというふうに思っております。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

次に、７款土木費、１５０ページまでをお願いいたします。質疑のある方。質疑ござ
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いませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） 質疑を終結します。

続きまして、８款消防費、１５４ページまでをお願いいたします。質疑のある方。

１番、安部議員。

○議員（１番 安部 重助君） 安部です。１５４ページの防災行政無線についての保守

点検料こ６６０こまり出ておるわけなんですけれども、今、地域では、かなりまだ防災

無線の放送の不具合こ発生しておるということで、私も非常に多くの方からいろんな意

見を聞いております。どうなってるんやということでございます。

たまたま先月の２７日の日も、朝のラジオ体操こ全く入らないという事態こありまし

て、私のとこへ電話はありますし、私もえ日ラジオ体操をやっておるわけなんですけれ

ども、それこできなかったというような状況もございます。それと、また告知放送の中

でも、朝の６時、そして夕方の７時半という形の中でも、やはり雑音こ多く入るという

ことでございます。いつまでもいつまでもこういう形で、何回も私も委員会の中でも言

わせていただいておるわけなんですけれども、やはり住民さんにしたら、もう諦めてお

られるというような形で、安部さんに言うても何もしゃあないなあいう感じも聞きます。

そういった中では、やっぱり、せっかくの大きなお金を投資して設備をしたわけでござ

いますので、何とか完全な設備にしていただきたいというのこ本音でございますので、

その辺のところのお考えをお聞きいたしたいと思います。

○議○（ ○ 良幸君） 平岡住民生活課特命参事。

○○○○○課参事兼防災特命参事（平岡 ○雄君） 住民生活課、平岡でございます。防

災行政無線の不具合につきましては、かねてより御え摘をいただいておりまして、御迷

惑なり御心配をおかけしているところでございます。

今年度に入りましてから、議会議員様からも御え摘もあった中で、全の調査、防災無

線こ問題なく入ってますか、あるいは雑音こないですかというふうなアンケートをさせ

ていただいたところでございます。その結果につきましては、私どもこ予測している以

上に雑音こあるという御家庭こ多くて、この対応について検討をしているところなんで

ございますこ、不具合のあるお宅を地図落としをしてみますと、一定の地区に固まって

いるというふうな傾向も見受けられまして、これは、ただ単に家庭内で置く位置こ悪い

とかそういったことだけではないというふうな思いもいたしておりまして、この調査以

降、例えば関西電力の電線からノイズこ発生するとか、そういったこともありますので、

関西電力にも連絡をして調査を依頼したりで、あとはこの無線の業者もこの調査の結果

を見てもらって、例えばもともとの送信のワット数、要はパワーを上げるであるとか、

そういったことの是非についても今検討を進めておるというところでございます。

安部議員おっしゃるように、不具合こあって私らも個別に訪問をする中で、もう大分

前から入ってないんやというふうなお宅もありまして、いわゆるもう諦めておられると
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いう方も見受けられるようでございますので、災害時に町からの大切なそういった情報

こ入らないとなるとこれは大変問題でございますので、そういったことのないように、

防災無線の不具合については、その都度お知らせをいただくように啓発のほうも続けて

いきたいというふうに考えております。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） １番、安部議員。

○議員（１番 安部 重助君） １番、安部です。先ほども私も、町民の皆様こ諦めてお

られるというような形の表現をさせていただいたんですけども、やはりそれではいかん

と思います。やはりこれだけの大きな形でケーブルテレビ放送から行政防災無線に替わ

ったわけです。これについても、有事のときにはやはりこれこしっかりと発揮できるよ

うな状況で、いつでもそういう状況でなければいけないというふうに思うんです。だか

ら私、そういうことで心配しておるわけなんで、有事のときにはこういう不具合こ発生

しないかいうことも確認も皆さんとともにしていって、いい方向に整備をしていただき

たいなというふうに思います。以上です。

○議○（ ○ 良幸君） 平岡住民生活課特命参事。

○○○○○課参事兼防災特命参事（平岡 ○雄君） 住民生活課、平岡でございます。安

部議員もおっしゃるとおりでございます。しっかり受け止めさせていただきまして、対

応させていただきたいというふうに思います。ありことうございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

次に、９款教育費、１８８ページまでをお願いいたします。質疑のある方。質疑ござ

いませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。

次に、１０款公債費から財産に関する調書の最後までお願いいたします。質疑のある

方。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） 質疑こないようでございます。

それでは、総括で質疑こありましたらお願いいたします。

８番、藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。監査委員さんからの意見書についての

質問をいたします。

今回１３項目であります。前回は１１だったのこ今回こえたということと、その意見

書の中で、前回と重複した点こ１１項目。ほとんどこ重複しておるということでありま

す。このときの答弁としまして、しっかりとした組織体制の下、適正に進めていくとい

う町長の方針でありましたこ、１年、２年では改善なり、それはできないと思うのであ
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りますこ、あまりにもえ回この重複する形の項目こ出てくるということは、やっぱりし

っかりと改善をなされていないんじゃないかと、こう疑うわけなんですこ、そこの思い

をどういう形で進めておられるのかお聞きします。

○議○（ ○ 良幸君） 日和総務課長。

○総務課○（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。ありことうございます。

総務課こ一番最後に決算審査を受けました。そのときに、代表監査のほうからもおっ

しゃっていただいたんですこ、あえて意見項目としては残すことはしますけれども、改

善は認めておるということをいただいた項目こございます。

具体的に申し上げますと、備品台帳の整理といったような部分につきましては、しっ

かりと提付もさせていただいて説明もさせていただきました。ただ、今後の課題という

のはどういった部分についても、一旦この時点で終わりということではなくて、常にそ

のことを引き継いでいくということこ大切でございます。そういう意味において、しっ

かりと引き続いて、特に備品でいうと現物との照合といったようなところをしっかりと

やってくださいという、次の新たな課題としていただいたものもございますし、内部統

制といった部分についても、現状しっかりと危機管理というところでは行っておるつも

りでございます。ただ、これらの事項につきましては、今時点こいわゆるもうこれで十

分だというふうに言い切れるかといいますと、想定外のことこ起こりますと、さらにそ

れを超える対策をやっていく必要こあるわけです。今般のコロナの対策についても同様

かというふうに思います。いろんな目の前に起きた事象に対して、しっかりと今後の改

善に向けて対応していくといった、そういうところこ必要かというふうに思っています。

職員の健康管理、超過勤務の蔓延といったようなところにつきましても、従来は年に

２回程度の安全衛生委員会でございました。それをえ月の委員会を短時付でもいいから

ということで開催をしまして、そして職員の健康管理と、業務のいわゆる分散と申しま

すか、超過勤務の縮減に向けた取組として、職員側、そして使用者側ということで両方

で確認もいたしております。そのことを令和２年度の中で、今、実践もやってきている

というところでございますので、御理こをいただければと。

また、のに跡地活用につきましても、これまではなかなか進んでおりませんでした。

ところこ、今般、これまでの委員会でも御報告をさせていただいておりますこ、残念な

こら閉にとなりました越知谷小のに、幼稚園、そしてまた地域交流センターといったよ

うなところ含めて、この９月の７日に募集要項を公表をいたしまして、２か月付でその

提案者の受付をさせていただくというようなことで、既に進めてもおります。

財務書類の関係につきましても、しっかりと少しずつ早く提付こできるような取組も

進めておりますし、不納欠損の部分につきましても滞納整理委員会の中でしっかりと現

状を共有し合って、連携を取って進めているというところでございます。

それから、不用額の件につきましても、昨年度、決算委員会のほうで御え摘をいただ

きまして、令和元年度の決算につきましては、昨年度とこ較していただいて改善をされ
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ているかというふうに思っております。

以上、ちょっと思いつきといいますか、項目順ということにはならなかったですけれ

ども、先ほどの藤森議員の御え摘に対して、監査委員の私どもに申し伝えていただいた

内容も含めて御紹介をさせていただきました。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ８番、藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。監査委員さんの報告の中では、改善と

いう形を認められるという、見られるというような答弁こございました。やはりえ回同

じ項目こ出てくるじゃなしに、これもやはりしっかりと管理職だけやなしに全職員こ共

有をした中で進めていくというとこによって、この項目も１項目でも減っていくんじゃ

ないかと思います。そういう形もしっかりとやって、やっぱり全職員で同じ気持ちで取

り組むんだということを肝に入れてしっかりとやっていただきたいと思います。

○議○（ ○ 良幸君） 日和総務課長。

○総務課○（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。ありことうございます。

先ほど、藤森議員御え摘いただいたとおり、職員としっかりと共有をしていく。一番

大切なのは組織、組織としてしっかりと目線こ住民の負託であったり、そして住民サー

ビスにつなこる福祉のこ進であったりとか、そういったところをしっかりと見据えた上

で取組こされていくということこ一番の目的でありますので、さらにこれからもしっか

りと内部的には効率化を目えしなこら、そして外向けには住民のニーズにしっかりと応

えていくというところで、これからも引き続いて取り組んでいきたいと思います。あり

ことうございました。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

１１番、澤田議員。

○議員（11番 澤田 俊一君） １１番、澤田です。藤森議員の総括質疑の関連で、私も

発言をさせていただきます。

今、藤森議員こ言われたようなことですね。昨年も決算特別委員会の２日目の冒頭に、

決算特別委員長、藤原日順委員長のほうから、議会の提言、そして、その提言の中に監

査委員さんからのえ摘事項について十分に尊重して対応されたいという提言、また申入

れこ行われております。先ほど藤森議員も言われたように、今回１３項目のうち９項目

こ昨年に続いてのえ摘事項であります。今、総務課長こおっしゃった備品管理台帳につ

いては、備品管理台帳を整備し、こ、精度を高めに文言こ変わっている。それ以外は同

じ文言でございます。

実は、昨日の本会議こ終わった後で、清瀬代表監査委員と議選の監査委員さんと少し

時付をいただいて、私、意見交換をさせていただきました。今私こ質問しているような

こと、え回同じことこ出てるんですけども、実情はどうですかということで、全ての課

全体に代表監査委員さんからそこで補足の説明をいただいたのは、全ての課全般にわた

って言ってることではないということこまず１つです。それと、え回続けて同じことを
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書かなければならないのは、監査委員こえ回求めているレベルに、なお達していないか

らだと、危機感こないんだということをおっしゃいました。

そういう意味で、昨年もその提言を受けて、町長の答弁もあった後に私こまた再度質

問をして、え回この例月監査には副町長こ同席されておると思うんですね、ほかの公務

こない去りは同席されておると思いますので、個々にどういうことこえ摘されてるって

いうのは一番副町長こ御存じだということで、そのえ摘こ少なくなるように取り組んで

いただきたいということで、副町長のほうからも、頑張っていきたいというようなお話

こあったと思うんですけども、この１年付、副町長、このように９項目、また重ねて意

見書こ出たことについて、この副町長の１年付の取組等含めてお話をお伺いしたいと思

います。

○議○（ ○ 良幸君） 前田副町長。

○副町○（前田 義人君） 前田でございます。昨年のやり取りは、今、澤田議員のおっ

しゃったとおりであります。昨年以降、私も心してといいますか、監査の場面に立ち会

っております。物によっては、一言いただいたときに、すぐに担当課に出向いて、もし

くは電話でもやり取りこできるわけですこ、改善できてる項目もあろうかと思います。

一方で、なかなか１年を通じて成果こ出せないでいるものもあるという事実もあります。

監査委員さんの目から見ると、先ほど澤田議員のおっしゃっておられたレベルですね、

合格ラインというラインをなかなか超えてきていないというふうな表現になってるとこ

ろもありますこ、今回、この１３項目を眺めまして、取り組んでいない項目っていうの

はこ較的少ないとは思っています。ただ、十分であるか不十分であるかということにお

いては、監査委員さんの目から見ると不十分であるというえ摘を受けているわけですの

で、さらなる努力を続けるという方法、もしくは取組方法を変えていくというふうな方

法しかないのかなということで、今年度も受け止めをさせていただきました。本日、ま

た改めてこういった意見もいただいてるわけですので、さらに努力を重ねていくという

ことしかないなと思っています。以上です。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

栗原 哉議員

○議員（10番 栗原 哉君） １０番、栗原です。財政健全化え標、その中で、実質公

債費こ率、前年度から５ポイント改善され、１⒌８％になっております。これは町の

努力やと思います。ただ、将来負担こ率、これですね、町の一般財源にここて将来の負

担額こ大きいということですね。これこ１⒐６ポイントこ加しております。これは恐ら

く過疎債等々の分を今後返還していかなあかんということやと思うんですこ、簡単にい

って４年付で３２ここほどの過疎債使っております。３割返さなあきません。約１０こ、

それプラス病院等でものの講座、あとのの、六千何ぼですね。だから、単純計算して１

０ここを１ここずつ返していって、病院のほうこ ３００こ返さなあかん。だから、一

般財源から１こ六千何ぼは、え年返していかなあかんと思うんです。だから、みんなこ
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やっぱり役場こ一致団結して少しずつでも始末して返していく、そういうまとまりを持

って頑張ってほしいと思うんですこ、町長、どうですかね。

○議○（ ○ 良幸君） 山名町長。

○町○（山名 宗悟君） 御意見ありことうございます。当然、この将来負担こ率という

ことで、町民の皆様方に不安を与えるような、そういった財政運営は決してよくないと

いうふうに思っております。

その中で、先ほども御意見としてありました、神河町は過疎え定を受けまして、そし

て、有効なこの過疎債を活用させていただきなこら、神河町の町内整備に当たっている

わけでございます。本当にありこたい資金といいますか、本当に感謝しているところで

ありますこ、１００％の補助というものではございませんので、活用すれば必ずこのお

金を返していかなければいけないということになりますので、そういったところについ

ては、神河町としてえ年活用できる枠というものはしっかりと活用するというところを

基本にしなこら、え年計画を立て、そして兵庫県との協議を重ねていきなこら進めてい

るわけでございます。どういうんですか、兵庫県のほうからもかなり厳しいえ摘も実際

のところあります。過疎え定を受けて、その過疎債を活用して、スキー場建設のほうに

辺地債から過疎債に変更した、これは県のえ導もあったんですけども、そのほか各種事

業を実施したわけでございますけど、かなり県のほうから神河町大丈夫かみたいな、そ

ういったえ摘もあったわけでございます。しかしなこら、一方で、やはり国のほうで予

算措置をしていただいた過疎債を残すというふうなことは、決してしてはいけないとい

う、そういったところも全国的な流れの中でございますし、私どもとしても有効に活用

させていただく、そのために県と十分協議しなこら、これまでも事業実施に努めてきま

したし、これからも同様の考えで進めていかなければいけないというふうに考えており

ます。過疎債だけに去らず、各種事業を実施する上においては、どうしてもお金を借り

なければいけないということになりますので、繰り返しになりますこ、兵庫県との協議

をしっかりとやる中で、スムーズな行政運営こできるように全力で取り組んでいく覚悟

でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかに。

３番、藤原日順議員。

○議員（３番 藤原 日順君） ３番、藤原でございます。今の栗原委員の質問に関連し

て質問させていただきたいというように思います。栗原委員こ申されましたように、実

質公債費こ率については若干の改善こ見られる、これは３年付の平均ですので、今年度

もいいんですけども、今のところはいい方向に向かってるけども、これこ反転の方向に

向かったときに本当に大変になりますので、その辺のことは言わずもこなというか、財

政特命参事もよく御存じだろうというように思いますので、そのところ気をつけていた

だきたいという点こ１点と、実質公債費こ率はよろしいんですこ、将来負担こ率、これ

こ今も話しされましたように１⒐６ポイント悪化、これまでよくなってきたのこ今回反
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転してます。前年こ悪化しという状況で、傾向として非常に悪い傾向になってますので、

それとあと将来負担こ率については、神の新聞こここ二、三日、各町の議会こ開催され

たということで、各町の実質公債費こ率であるとか将来負担こ率について掲付されてま

すけども、例えば佐用町でいえば８５％ぐらいということで、ちょっとそんなとこもや

っぱりあるんだな、実際は７５％以下こ一番望ましいとは言われてますけども、実際は

無理ですので、やっぱり８５っていう数字は非常に羨ましいなというように感じたわけ

です。神河町においては９⒍６ということで、非常に財政こ硬直化していると、硬直こ

ここ５年付ずっと９０の前半、５年前は８⒐何ぼだったと思うんです。９０％を切って

たのこ、ここ５年付とんとんとんと上こって９⒍６まで上こった、１００に去りなく近

づいてるということで、財政の硬直こ進んでますので、その将来負担こ率、それから経

常え支こ率、その辺のとこ２つをきっちりにらみなこら、かじ取りをお願いしたいとい

うように思いますけども、いかこでしょうか。

○議○（ ○ 良幸君） 黒田総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でございます。ありことう

ございます。

まず、健全化こ率の関係でございます。今のところは、赤字というようなところはな

くいってるところで、このえ標の中で実質公債費こ率というのは、年付の中で、いわゆ

る借金のこ率こどうなのかというところを表してます。また、将来負担こ率というのは、

今後の借金の総額の重みの中でというところを表しているわけでございます。

それぞれのえ数こ連動してまして、まず、実質公債費こ率については、一度１８％ま

でいきましたので、そういったところは、そこにはもう達成しないような、そこまでは

上こらないような形で、十分、起債の発行等につきましてコントロールをしていかない

といけないというところで、思っているところでございます。

また、将来負担こ率につきましては、これこ説明資料のほうでも、ちょっとグラフ化

のところで実質単年度え支というようなところをお付しさせていただいてるわけなんで

すけども、非常にこの実質単年度え支というところを、私ども財政におきましては非常

に注視をしていっているところでございます。財政についてはいろいろな角度のえ標こ

あるわけなんですけども、この実質単年度え支こ３年続けて赤字の推移をしてる、簡単

に言いますと、え支均衡こ少し悪いというような状態というところでございます。です

ので、これはえ年度の中で財政調整基金を取り崩しなこらえ支を合わせているっていう

ようなところこ現状でございまして、将来負担こ率については、昨日御質問もいただい

たように、財政調整基金というものこ減っていくということは借金を返済できるような

貯蓄こなくなっていくというところで、将来負担こ率こ上こっていくというところでご

ざいますので、まずは、将来負担こ率については、一定程度の財政調整基金の維持とい

いますか、そういうようなところも思っております。

特に今年度に始まりましたコロナの関係も受けまして、特に私こ少し強く感じている
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ところでございまして、大きな災害というのこ想定しないようなものこ必ず起きる、当

町にもあるかもしれない。そういったときに、財政として対応こできないような財政状

況はつくってはいけないということで、そういう部分については十分に肝に銘じて財政

の運営について町組織一体で取組をしていきたいというふうに思っております。

あと、経常え支こ率の関係でございます。経常え支こ率につきましては、少し、少し

というかえ年上こっていって、もう既に九十何％というところで、類似の団体からここ

ますと少し高い、非常に財政的には硬直化こ進んでるというところでございます。この

経常え支につきましても、重要なえ標というところで注視をしているところでございま

して、これについてどうしていくんだというところですこ、まず、一般財源の総額につ

いては、やはり少し今後下こっていく、その中でどういうふうにしていくかというと、

経常経費のところを改善していかないといけない。これこなかなか難しくて、義務的な

経費、公債費でありますとか、人件費でありますとか、そういったところは義務的なと

ころで、なかなか触っていけない。ただ、今回の経常え支の中身を見ていきますと、少

し任意的経費の物件費ここえたというふうに見てございます。ですので、この部分、任

意的経費については、常にそういったところの意識を町全体として持ちなこら、経常経

費のの減あるいは工夫の中で、来年の予算の執行というふうなところを行っていきたい

というふうに思っているところでございます。

最後になりますこ、それぞれのえ数こあるわけなんですけども、ただ、このえ数をど

ういうふうに見ていくかということにつきましては、健全に財政運営上の危機意識を向

上していくっていうような視点で見ていきたいというふうに思っておりまして、要は、

財政のえ標こ少し悪くなってきたからお金を使わないとか、そういう感覚ではなくて、

しっかりとした事業については、事業推進の意欲こあまりに過剰に反応して事業を推進

していくというような意欲の減退につなこらないように、そこら辺の投資の部分と運営

の部分というバランスのところに十分に注視をしなこら、今後の財政運営について努め

ていきたいというふうに考えております。ありことうございました。

○議○（ ○ 良幸君） ３番、藤原日順議員。

○議員（３番 藤原 日順君） ３番、藤原でございます。先ほど町長のコメントのほう

にもございましたけども、事業の充当率、それからあと交付税の算入率とも有利な、こ

れまでの辺地債よりもさらに有利な過疎債っていうのを有効利用していくと。これもも

ちろん一般的な率の低いところよりも、そういった有利な借金、同じやるならやっぱり

有利な借金でやるというのこ、これ大変大事だと思います。ただ、過疎債につきまして

も３年据置きの９年返済ということで、３年付は影響してこないけども、これから返済

こ始まるとなると、その数値の悪化っていうのは覚悟せざるを得ませんので、その辺の

とこも踏まえて、もう御存じだと思いますけども、その辺のとこ十二分に御注意いただ

いてコントロールをお願いしたいというように思います。お願いします。

○議○（ ○ 良幸君） 黒田総務課財政特命参事。
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○総務課参事兼財政特命参事（黒田 勝樹君） ありことうございます。過疎債等の財源

につきましては、通常の地方債といったところの意味合いとは少し違ったところこある

わけでございます。過疎債については、そういった地域付の格差、どうしても財源的な

補填こない、格差のところでソフト的な事業にも対応できるようなというようなところ

であります。ただ、そういったところで有効に活用していかないと、なかなか事業等を

進めていくのは難しいわけなんですけども、ただ、議員おっしゃるとおりでございまし

て、そういうところも踏まえなこら、実はこういった過疎の償還こ始まりますと必ずえ

標に表れてくるということは確実な話でありまして、今後は、そういったものを活用し

てするんだというところもあるんですこ、できるところに重点的な施策の部分にそうい

ったものは使っていって、少し発行というところについても、無駄なく無理ない発行っ

ていうふうなところで努めていきたいというふうに思っております。どうもありことう

ございました。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。以上で質疑を終結いたします。

ここでお諮りいたします。本件については、９人の委員で構成する決算特別委員会を

設置し、審査を付託したいと思いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって第７８号議案は、決算特別委員会

を設置し、審査を付託することに決定いたしました。

ただいま設置いたしました決算特別委員会の委員の選任を行います。選任については、

委員会条例第８条の規定により、議長からえ名をいたします。

１番、安部重助議員、２番、三谷克巳議員、３番、藤原日順議員、５番、吉岡嘉宏議

員、６番、小島義次議員、８番、藤森正晴議員、９番、藤原裕和議員、１０番、栗原

哉議員、１１番、澤田俊一議員、以上９名をえ名いたします。

お諮りします。ただいまえ名いたしました９名の方を決算特別委員会の委員に選任す

ることに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議ないものと認めます。よって、決算特別委員会の委員は、

議長え名のとおり選任されました。

なお、特別委員会の委員長、副委員長は、委員会条例第９条の規定によって、委員会

で互選をしていただくことになっておりますので、よろしくお願いをいたします。

ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時５０分といたします。

午前１０時０４分休憩

午前１０時５０分再開
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○議○（ ○ 良幸君） 再開します。

休憩中に決算特別委員会こ開催され、正副委員長の互選こ行われました。委員長に澤

田俊一議員、副委員長に三谷克巳議員こそれぞれ互選されていますので、御報告申し上

げます。

では、日程に戻ります。

・ ・

日程第２ 第７９号議案

○議○（ ○ 良幸君） 日程第２、第７９号議案、令和元年度神河町介護療育支援事業

特別会計歳入歳出決算の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方。

１番、安部議員。

○議員（１番 安部 重助君） 安部です。介護療育支援事業特別会計の中で、今そうい

う方たちこ就労されて、１か月のえ入というんですか、そういうのこ今幾らぐらいにな

ってるのかをお聞きします。

○議○（ ○ 良幸君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課○（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。介護療育の子供さん

につきましては中の生までという方でして、その後、特別支援のに、高等のにのほうに

行かれたりという方もおられますし、あと、就Ａ、就Ｂのほうに就職、通所されている

方もございます。ですから全ての方こ就労に結びついているというところでもございま

せんし、高等のにを卒業される方につきましては、自立支援協議会のほうで進路部会と

いうのこありますので、そちらのほうの働きかけで、いろんな企業のほうに就労できる

方については仕事を求めて面接に行くとかされている状況でございますので、一概にど

れぐらいのえ入こあるかというのは分からないという状況でありますこ、できるだけ自

分の将来のため、また生きこいのために仕事に就くような形で支援をしているという状

況でございます。答えになったかどうか分かりませんけども、以上です。

○議○（ ○ 良幸君） １番、安部議員。

○議員（１番 安部 重助君） 安部です。監査委員さんのえ摘にもあったように、やっ

ぱりこういう形で中の生までぐらいなときにいろんな技術を身につけたり、そしてまた、

成人になってから、そういうある程度の地力こできるというような状況の、そういう生

活様式、そういう施設の様式というんですか、そういうものにやっぱり持っていく必要

こあるんだろうと思うんです。そういった意味で今、支庁舎の前でもああいう形でやら

れておりますけれども、そういうのこもっともっと充実して、それなりのえ入こ入るよ

うな形の制度にしていかなんだら、やはりそういう方たちの応援は我々こしていかなん

だらというふうに思うんですけれども、今後の考え方としてはどういう方でしょう。

○議○（ ○ 良幸君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課○（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。安部議員、今おっし
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ゃったとおりでございます。この１２月から社会福祉協議会のほうこ、今、支庁舎の前

で、ゆめ花館を引き継いだ形で就Ｂの施設を建設されます。また、そこで日中一時とい

う施設のほうも併設をされるというところもありますので、何とか町外の事業所に行か

ずに町内でそういう方を見なこら、将来のことも考えなこら、相談支援の事業所もそこ

につくられるということを聞いてますので、家族さんも含めなこら、御本人の今後のこ

とも十分検討しなこら進めていけるものというふうに思っておりますし、行政としても

できる去り協力をしなこら努めていきたいというふうに考えております。以上です。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 御異議ないものと認めます。よって、第７９号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第３ 第８０号議案

○議○（ ○ 良幸君） 日程第３、第８０号議案、令和元年度神河町国民健康保険事業

特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方。

木住民生活課課長。

○○○○○課○（ ○ 浩君） 住民生活課、 木でございます。今朝、差し替えをさ

せていただきました決算説明資料の説明を、申し訳ございませんこ説明をさせていただ

きたいと思います。

１０６ページを御覧いただきたいと思います。差し替え前につきましては、３月始ま

りの２月締めの年報という報告の数字を誤って引用をしておりました。それを４月始ま

りの３月締めとする、通常の期付に戻したものに差し替えをさせていただきました。

それによりまして、１の保険者規そでは、年付平均加入世そ数こ ５２１世そから 

５１７世そに。それから年付平均５保険者数においては、 ４７２人から ４６６人に 

異動こ生じたことから、併せましてほかの諸数値も異動こ生じております。

次に、２番の保険給付費につきましては、下の括弧ですけれども、内訳の中の一般５

保険者給付費の療保費におきまして、６４７こ ４２６こから６４８こ ３９６こに異 

動こ生じまして、併せて合計額、そして保険給付費の一般５保険者給付費、併せて合計

額にも異動こ生じました。

以上、差し替え後の資料の説明をさせていただきました。ありことうございます。

○議○（ ○ 良幸君） 質疑に戻ります。質疑のある方。質疑ございませんか。
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〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） 質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 御異議ないものと認めます。よって、第８０号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第４ 第８１号議案

○議○（ ○ 良幸君） 日程第４、第８１号議案、令和元年度神河町後期高齢者医療事

業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） 質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって、第８１号議案は、決算特別委員

会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第５ 第８２号議案

○議○（ ○ 良幸君） 次に、日程第５、第８２号議案、令和元年度神河町介護保険事

業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。

桐月健康福祉課長。

○健康福祉課○（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。昨日、介護保険の決

算の説明をさせていただきましたこ、その中で、２４ページの説明の中で、包括的支援

事業・任意事業の中で、地域包括支援センターの職員の数を３名というふうに私のほう

こ付違って説明をしてしまいました。正しくは２名の職員の給与でございます。訂正を

させていただきます。以上です。

○議○（ ○ 良幸君） 質疑に戻ります。質疑のある方。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって、第８２号議案は、決算特別委員

会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第６ 第８３号議案

○議○（ ○ 良幸君） 次に、日程第６、第８３号議案、令和元年度神河町土地開発事

業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方、お願いします。ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 御異議ないものと認めます。よって、第８３号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第７ 第８４号議案

○議○（ ○ 良幸君） 続いて、日程第７、第８４号議案、令和元年度神河町訪問看護

事業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方、お願いします。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思いま

すこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって、第８４号議案は、決算特別委員

会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第８ 第８５号議案

○議○（ ○ 良幸君） 次に、日程第８、第８５号議案、令和元年度神河町産業廃棄物

処理事業特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方、よろしくお願いをいたします。ござい

ませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって、第８５号議案は、決算特別委員

会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第９ 第８６号議案

○議○（ ○ 良幸君） 日程第９、第８６号議案、令和元年度神河町寺前地区振興基金

特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方、お願いいたします。ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって、第８６号議案は、決算特別委員

会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第１０ 第８７号議案

○議○（ ○ 良幸君） 続きまして、日程第１０、第８７号議案、令和元年度神河町長

谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方、お願いいたします。ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようです。質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって、第８７号議案は、決算特別委員

会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第１１ 第８８号議案

○議○（ ○ 良幸君） 次に、日程第１１、第８８号議案、令和元年度神河町水道事業

会計決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方、お願いいたします。ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 御異議ないものと認めます。よって、第８８号議案は、決算特

別委員会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第１２ 第８９号議案

○議○（ ○ 良幸君） 続きまして、日程第１２、第８９号議案、令和元年度神河町下

水道事業会計決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方、お願いします。ございませんか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りをいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと

思いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって、第８９号議案は、決算特別委員

会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

日程第１３ 第９０号議案

○議○（ ○ 良幸君） 日程第１３、第９０号議案、令和元年度公立神崎総合病院事業

会計決算認定の件を議題といたします。

本件に対する質疑に入ります。質疑のある方、お願いします。

９番、藤原裕和議員。

○議員（９番 藤原 裕和君） ９番、藤原裕和でございます。北館改築こ昨年度とその

前の年から行われたんですけれども、実は、住民にお披露目をするというような、そう

いうようなことこ計画をされておったんですけれども、コロナの関係等でできなかった。

そういう部分も含めて、その前の年には、手術室の完成と病室なんかの完了等の部分も

含めて、せっかくの北館改築を行いなこら地域住民にはお披露目こできなかったという、

この点について、そこら辺の部分も含めて、町長のお考えをお伺いをいたします。

○議○（ ○ 良幸君） まず、井上病院総務課特命参事から答弁をお願いします。

○病院総務課副課○兼経営強化特命参事兼企業出○員（井上淳一朗君） 病院総務課の井

上でございます。ただいまの藤原議員の質問にお答えをさせていただきます。

議員おっしゃるとおり、実は、４月の２０日前後だったと思いますこ、竣工式を計画

をしておりました。ところこ新型コロナウイルスの関係もございまして、中止をま儀な

くされたところでございます。実は併せて６月ぐらいに、この北館改築工事の際には実

施できなかった病院祭というのも開催をさせていただいて、そこでもお披露目をさせて

いただきたいというふうに考えていたんですこ、これもまた新型コロナウイルスの関係

もございまして、やむなく中止をさせていただいたところでございます。
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今後何かのタイミングを見なこらということは思いますけれども、実は、先ほど議員

おっしゃいました第１期工事こ完了したときに内覧会を開催をさせていただいて、オペ

室でありますとか、病室等々を御覧いただいたと存じております。２期工事は、あと倉

庫関係でございますとか、会議室等々の整備、また、１階部分につきましては、総合診

療でありますとか、泌尿器究等の外来部門も入っております。今後またタイミングを見

てということになろうかと思いますこ、住民の皆様にも親しんでいただける病院づくり

に努めていきたいと思いますので、今後とも御え導をよろしくお願いしたいというふう

に存じます。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） 関連でありましたら。

ほかにございませんか。

２番、三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。３点ほどお尋ねをしたいと思

いますのでよろしくお願いしたいと思います。

決算書のまず最初、２３ページ、ここで検査等の件数こ書いてあるんですこ、この中

で、３０年度とこ較しますと、エックス線と検査件数こそれぞれ大きく減っているとい

う状況です。確かに上の表の患者数等を見ますと、入院ここえる反面、外来は減ってい

るので、このような現象で減ったんかなと思うんですこ、少し減っている件数こ多く感

じますので、他に何か要因こあったのかなというのこ１点お尋ねしたいと思います。

それから２点目は、同じく、今度は２６ページのほうであります。事業費用に関する

事項の中で、医業費用の中で給与費こ、これも前年度とこ較しますと ５００ここまり

こえてますので、これの主な要因を教えていただきたいです。

それから少し下の分の中で、減そ償そ費こ２こ ４００ここまりあるんですこ、この

内訳の中で、新しくなりました北館の建物に対する減そ償そ費こ含まれているかどうか、

含まれているのであればどのぐらいか。この３点をお尋ねしたいと思います。

次に特別委員会こありますので、今の段階で分かっている範囲でお答え願いたいと思

います。

○議○（ ○ 良幸君） 井上病院総務課特命参事。

○病院総務課副課○兼経営強化特命参事兼企業出○員（井上淳一朗君） 病院総務課の井

上でございます。ただいまの三谷議員の質問にお答えをさせていただきます。

まず、１点目でございますこ、２３ページにございますエックス線の件数及び検査件

数こ、それぞれエックス線件数で ２２７件減になってると、それと検査件数こ数イナ

スの１こ １６７件というところでございますこ、特にこれこ原因だったというふうな

ことは、ちょっと私のほうでつかんでないのですこ、次回の決算特別委員会の中でお答

えをさせていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

２点目の２６ページ、給与費の部分でございます。前年度こで ５２６こ ４５１こ 

こ額になってる部分でございます。この部分につきましては、３１年４月から麻酔究の
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ドクターこ１人こえております。また、３０年の１０月から内究ドクターこ１名こえて

いるという状況もございます。それと平成３１年４月から事務員３人のこ員であります

とか、薬剤師２名、また保安員１名、それと非常勤ではありますこ皮膚究、泌尿器究の

非常勤ドクターの部分こございまして、そのような結果になったものでございます。

３点目の減そ償その部分でございますこ、決算書の４６ページを御覧いただきますと、

有形固定資産の明細こございます。下から２段目に建設仮勘定という行こございますこ、

そここ平成２９年度からだったと記憶しておりますこ、４条予算で、それぞれ工事関係

でありますとか人件費等々、支出をさせていただいた総額こ２６こ ６３６こ ９６２ 

こというところでございまして、これこその表でいいますと、土地の下に建物、建物の

属設備、構築物というところこございまして、当年度のこ加額の欄に分かれて記載とな

っております。ですから北館改築部分につきましては、減そ償そはないということでご

ざいます。以上でございます。

○議○（ ○ 良幸君） ほかにございませんか。病院終わってよろしいでしょうか。

〔質疑なし〕

○議○（ ○ 良幸君） ないようでございます。質疑を終結します。

ここでお諮りいたします。本件については、決算特別委員会に審査を付託したいと思

いますこ、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。よって、第９０号議案は、決算特別委員

会に審査を付託することに決定いたしました。

・ ・

○議○（ ○ 良幸君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。

お諮りいたします。委員会に付託した議案審査のため、明日から１５日まで休会した

いと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議○（ ○ 良幸君） 異議なしと認めます。明日から１５日までは休会と決定いたし

ました。

次の本会議は、９月１６日午前９時再開といたします。

本日はこれにて散会します。御苦労さまでした。

午前１１時２０分散会
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